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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手状に形成されたベース部材と、
　前記ベース部材に設けられた駆動モータと、
　前記ベース部材の長手方向がスクリーン幅方向とされ、前記ベース部材に設けられた巻
取機構に巻き取られた巻取状態と、前記巻取機構から展開された展開状態とを取り得るシ
ート状のスクリーンと、
　それぞれ基端側が前記ベース部材の長手方向両端側に回動可能に支持されると共に、先
端側が前記スクリーンの展開側に回動可能に連結され、前記駆動モータの駆動力を受けて
、前記スクリーンを前記巻取状態にさせる格納姿勢と、前記スクリーンを前記展開状態に
させる展開姿勢とに変化される一対の回動アームと、
　少なくとも前記ベース部材、前記駆動モータ、及び、前記巻取機構を前記スクリーンの
展開側から覆うと共に、前記スクリーン及び前記一対の回動アームが出入可能な孔又は切
欠きが前記ベース部材の長手方向に沿って形成された板状部材と、
　前記スクリーンの展開側の端部にスクリーン幅方向に沿って長手状に設けられ、前記一
対の回動アームが前記格納姿勢とされたときに前記孔又は前記切欠きの長手方向両端側を
除く領域を閉塞する閉塞部材と、
　前記閉塞部材の長手方向両端側から外側へ前記閉塞部材の長手方向に沿って延出されて
前記一対の回動アームが前記格納姿勢にあるときに前記孔又は前記切欠きの長手方向両端
側の領域を閉塞する延出位置と、前記延出位置に対して前記閉塞部材の内側に退避された



(2) JP 5247536 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

退避位置とをそれぞれ取り得る一対の補助閉塞部材と、
　前記一対の回動アームが前記格納姿勢に変化されることに連動して前記一対の補助閉塞
部材を前記延出位置に位置させると共に、前記一対の回動アームが前記展開姿勢に変化さ
れることに連動して前記一対の補助閉塞部材を前記退避位置に位置させる連動機構と、
　を備えた遮光装置。
【請求項２】
　前記閉塞部材の長手方向両端側には、前記一対の補助閉塞部材が前記退避位置に位置さ
れたときに前記補助閉塞部材を収容する収容凹部がそれぞれ形成されている、
　請求項１に記載の遮光装置。
【請求項３】
　前記連動機構は、
　前記補助閉塞部材に前記閉塞部材の長手方向に沿って形成されたラックと、
　前記回動アームの先端側に形成され、前記ラックと噛合されたピニオンと、
　を有する、
　請求項１又は請求項２に記載の遮光装置。
【請求項４】
　前記連動機構は、前記補助閉塞部材を前記閉塞部材に対して前記退避位置側へ付勢する
付勢部材を有する、
　請求項１又は請求項２に記載の遮光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遮光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遮光装置としては、例えば、次のものが知られている。すなわち、特許文献１に
記載の電動サンシェードは、長手状の主枠と、この主枠に回動可能に支持された一対の回
動アームと、この一対の回動アームの回動に伴って展開されるシート状のスクリーンとを
備えている。この電動サンシェードは、車室内に設けられたリアパッケージトレイの下方
に配置されており、一対の回動アームとスクリーンとは、このリアパッケージトレイに形
成された長手状の開口から出入されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－６２４４２号公報
【特許文献２】特開２００８－２３０３０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、この種の電動サンシェードにおいて、一対の回動アームが格納されてス
クリーンが巻取状態とされた場合に、リアパッケージトレイに形成された開口に開放され
た部分が残されていると、この部分を介してリアパッケージトレイの内側に異物が侵入す
る虞があると共に、リアパッケージトレイの見栄えが悪くなる。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであって、少なくともベース部材、駆動モー
タ、及び、巻取機構をスクリーンの展開側から覆う板状部材の内側に異物が侵入すること
を防止することができると共に、板状部材の見栄えを向上させることができる遮光装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　前記課題を解決するために、請求項１に記載の遮光装置は、長手状に形成されたベース
部材と、前記ベース部材に設けられた駆動モータと、前記ベース部材の長手方向がスクリ
ーン幅方向とされ、前記ベース部材に設けられた巻取機構に巻き取られた巻取状態と、前
記巻取機構から展開された展開状態とを取り得るシート状のスクリーンと、それぞれ基端
側が前記ベース部材の長手方向両端側に回動可能に支持されると共に、先端側が前記スク
リーンの展開側に回動可能に連結され、前記駆動モータの駆動力を受けて、前記スクリー
ンを前記巻取状態にさせる格納姿勢と、前記スクリーンを前記展開状態にさせる展開姿勢
とに変化される一対の回動アームと、少なくとも前記ベース部材、前記駆動モータ、及び
、前記巻取機構を前記スクリーンの展開側から覆うと共に、前記スクリーン及び前記一対
の回動アームが出入可能な孔又は切欠きが前記ベース部材の長手方向に沿って形成された
板状部材と、前記スクリーンの展開側の端部にスクリーン幅方向に沿って長手状に設けら
れ、前記一対の回動アームが前記格納姿勢とされたときに前記孔又は前記切欠きの長手方
向両端側を除く領域を閉塞する閉塞部材と、前記閉塞部材の長手方向両端側から外側へ前
記閉塞部材の長手方向に沿って延出されて前記一対の回動アームが前記格納姿勢にあると
きに前記孔又は前記切欠きの長手方向両端側の領域を閉塞する延出位置と、前記延出位置
に対して前記閉塞部材の内側に退避された退避位置とをそれぞれ取り得る一対の補助閉塞
部材と、前記一対の回動アームが前記格納姿勢に変化されることに連動して前記一対の補
助閉塞部材を前記延出位置に位置させると共に、前記一対の回動アームが前記展開姿勢に
変化されることに連動して前記一対の補助閉塞部材を前記退避位置に位置させる連動機構
と、を備えている。
【０００７】
　請求項１に記載の遮光装置では、板状部材に、スクリーン及び一対の回動アームが出入
可能な孔又は切欠きがベース部材の長手方向に沿って形成されている。そして、一対の回
動アームが格納姿勢とされてスクリーンが巻取状態とされると、このスクリーンの展開側
の端部にスクリーン幅方向に沿って長手状に設けられた閉塞部材によって孔又は切欠きの
長手方向両端側を除く領域が閉塞される。
【０００８】
　また、閉塞部材の長手方向両端側には、一対の補助閉塞部材が設けられており、この一
対の補助閉塞部材は、一対の回動アームが格納姿勢とされたときには、連動機構によって
閉塞部材の長手方向両端側から外側へ閉塞部材の長手方向に沿って延出される。そして、
孔又は切欠きの長手方向両端側の領域は、この一対の補助閉塞部材によって閉塞される。
【０００９】
　このように、請求項１に記載の遮光装置によれば、一対の回動アームが格納姿勢とされ
てスクリーンが巻取状態とされたときには、板状部材に形成された孔又は切欠きが閉塞部
材及び一対の補助閉塞部材によって閉塞される。従って、孔又は切欠きを介して板状部材
の内側に異物が侵入することを防止することができると共に、板状部材の見栄えを向上さ
せることができる。
【００１０】
　しかも、請求項１に記載の遮光装置によれば、一対の回動アームが展開姿勢とされてス
クリーンが展開状態とされたときには、一対の補助閉塞部材が連動機構によって閉塞部材
の内側に退避させられる。従って、スクリーンが展開状態とされたときに、一対の補助閉
塞部材が閉塞部材の長手方向両端側から外側へ突出することを防止して、閉塞部材の長手
方向両端側を小型化することができると共に見栄えを向上させることができる。
【００１１】
　請求項２に記載の遮光装置は、請求項１に記載の遮光装置において、前記閉塞部材の長
手方向両端側に、前記一対の補助閉塞部材が前記退避位置に位置されたときに前記補助閉
塞部材を収容する収容凹部がそれぞれ形成された構成とされている。
【００１２】
　請求項２に記載の遮光装置によれば、一対の補助閉塞部材が退避位置に位置されたとき
には、補助閉塞部材が閉塞部材の長手方向両端側に形成された収容凹部にそれぞれ収容さ
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れる。これにより、閉塞部材の長手方向両端側をより一層小型化することができると共に
見栄えを向上させることができる。
【００１３】
　請求項３に記載の遮光装置は、請求項１又は請求項２に記載の遮光装置において、前記
連動機構が、前記補助閉塞部材に前記閉塞部材の長手方向に沿って形成されたラックと、
前記回動アームの先端側に形成され、前記ラックと噛合されたピニオンと、を有する構成
とされている。
【００１４】
　請求項３に記載の遮光装置によれば、連動機構が補助閉塞部材に形成されたラック及び
回動アームの先端側に形成されたピニオンを有する簡単な構成とされているので、この連
動機構の構造を簡素化及び小型化することができる。
【００１５】
　請求項４に記載の遮光装置は、請求項１又は請求項２に記載の遮光装置において、前記
連動機構が、前記補助閉塞部材を前記閉塞部材に対して前記退避位置側へ付勢する付勢部
材を有する構成とされている。
【００１６】
　請求項４に記載の遮光装置によれば、補助閉塞部材が閉塞部材に対して退避位置側へ付
勢されるので、補助閉塞部材のガタツキを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る遮光装置においてスクリーンが巻き取られた状態を示
す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る遮光装置においてスクリーンが展開される途中の状態
を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る遮光装置においてスクリーンが完全に展開された状態
を示す図である。
【図４Ａ】図１の状態における遮光装置の要部拡大断面図である。
【図４Ｂ】図３の状態における遮光装置の要部拡大断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る遮光装置の要部拡大側面断面図である。
【図６】図１の状態における外側キャップ及び内側キャップとリアパッケージトレイに形
成された収容孔との相対位置関係を説明する図である。
【図７Ａ】本発明の一実施形態に係る遮光装置の第一変形例を示す図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態に係る遮光装置の第一変形例を示す図である。
【図８Ａ】本発明の一実施形態に係る遮光装置の第二変形例を示す図である。
【図８Ｂ】本発明の一実施形態に係る遮光装置の第二変形例を示す図である。
【図９Ａ】本発明の一実施形態に係る遮光装置の第三変形例を示す図である。
【図９Ｂ】本発明の一実施形態に係る遮光装置の第三変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　はじめに、図１～図３を参照しながら、本発明の一実施形態に係る遮光装置１０の概略
を説明する。
【００１９】
　本発明の一実施形態に係る遮光装置１０は、例えば、乗用自動車等の車両に備えられた
リアガラスを遮光するためのものであり、ベース部材１２と、駆動モータ１４と、駆動力
伝達機構１６と、一対の回動アーム１８と、巻取機構２０と、スクリーン２２と、閉塞部
材としてのスクリーン支持部材２４及び一対のキャップ２６と、板状部材としてのリアパ
ッケージトレイ２８と、一対の補助閉塞部材としてのカバー部材３０とを主要な構成とし
て備えている。
【００２０】
　ベース部材１２は、長手状に形成されたパイプにより構成されており、駆動モータ１４
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は、ベース部材１２の長手方向中央部に固定されている。
【００２１】
　駆動力伝達機構１６は、リンクレバー３２と、一対のリンクロッド３４と、一対のレバ
ー３６とを有して構成されている。リンクレバー３２は、長手状に構成されており、その
長手方向中央部は、駆動モータ１４の出力軸３８に一体回動可能に固定されている。
【００２２】
　また、リンクレバー３２の回動端側は、リンクロッド３４の一端側と回動可能に連結さ
れており、このリンクロッド３４の他端側は、レバー３６と回動可能に連結されている。
さらに、レバー３６は、後述するロアアーム４２の基端側に一体に設けられている。
【００２３】
　一対の回動アーム１８は、アッパアーム４０と、ロアアーム４２とを有して構成されて
いる。アッパアーム４０の基端側は、ロアアーム４２の先端側と中間ジョイント４４を介
して回動可能に連結されており、アッパアーム４０の先端側は、後に詳述するスクリーン
支持部材２４の長手方向両端側に設けられたキャップ２６に回動可能に連結されている。
また、ロアアーム４２の基端側は、第一ブラケット４６を介してベース部材１２の長手方
向端側にそれぞれ回動可能に支持されている。
【００２４】
　巻取機構２０は、一対の第二ブラケット４８を介してベース部材１２の長手方向両端側
に固定されており、スクリーン２２を巻き取るための巻取部材や、この巻取部材を回転方
向に付勢するバネ（いずれも不図示）等を有して構成されている。
【００２５】
　スクリーン２２は、遮光性を有する布材等により構成されており、シート状に形成され
ている。このスクリーン２２は、ベース部材１２の長手方向がスクリーン幅方向とされて
おり、このスクリーン２２の基端側は、上述の巻取部材に固定されている。
【００２６】
　スクリーン支持部材２４は、スクリーン２２の展開側の端部にスクリーン幅方向に沿っ
て長手状に設けられており、このスクリーン２２を幅方向に広げた状態に支持している。
【００２７】
　リアパッケージトレイ２８は、ベース部材１２、駆動モータ１４、駆動力伝達機構１６
、及び、巻取機構２０等をスクリーン２２の展開側（車両上下方向上側）から覆う板状に
構成されている。
【００２８】
　そして、この遮光装置１０では、図１，図２に示されるように、駆動モータ１４が正転
し、リンクレバー３２がＲ１方向に回動されると、レバー３６がＲ３方向に回動され、ロ
アアーム４２がＲ５方向に回動される。また、ロアアーム４２がＲ５方向に回動されると
、アッパアーム４０がＲ７方向に回動されて、スクリーン２２が上側に引っ張られる。そ
して、図３に示されるように、アッパアーム４０とロアアーム４２とが直線状をなす展開
姿勢とされると、スクリーン２２が巻取機構２０から完全に展開される。
【００２９】
　また、このときには、巻取機構２０によってスクリーン２２が巻き取られる方向に引っ
張られる。従って、スクリーン２２の弛みが防止されてスクリーン２２が展張された状態
となる。さらに、レバー３６の先端側とベース部材１２との間には、アシストスプリング
５０が設けられており、ロアアーム４２には、アシストスプリング５０によってＲ５方向
へアシスト力が付与される。
【００３０】
　また、この遮光装置１０では、回動アーム１８を回動可能に支持する第一ブラケット４
６がベース部材１２の長手方向端部に設けられており、一対の回動アーム１８が展開姿勢
とされたときには、この一対の回動アーム１８がＣピラー１００に近接した状態でこのＣ
ピラー１００と略平行に延在されるように構成されている。また、スクリーン２２は、Ｃ
ピラー１００に沿った台形状に形成されている。
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【００３１】
　一方、図２，図３に示されるように、駆動モータ１４が反転し、リンクレバー３２がＲ
２方向に回動されると、レバー３６がＲ４方向に回動され、ロアアーム４２がＲ６方向に
回動される。また、ロアアーム４２がＲ６方向に回動されると、アッパアーム４０がＲ８
方向に回動される。そして、図１に示されるように、アッパアーム４０とロアアーム４２
とが重なり合った格納姿勢とされると、スクリーン２２が巻取機構２０に巻き取られる。
【００３２】
　次に、図４Ａ～図６を参照しながら、本発明の一実施形態に係る遮光装置１０をより詳
細に説明する。
【００３３】
　なお、以下では、遮光装置１０の幅方向一方側（正面視左側）の構成について説明する
が、遮光装置１０の幅方向他方側（正面視右側）は、遮光装置１０の幅方向一方側と同一
の構成であり、その説明を省略する。また、図６において、スクリーン支持部材２４、キ
ャップ２６、カバー部材３０は、図１のベース部材１２側（車両上下方向下側）から見た
図で示されており、リアパッケージトレイ２８は、図１のスクリーン２２の展開側（車両
上下方向上側）から見た図で示されている。
【００３４】
　キャップ２６は、スクリーン支持部材２４の長手方向端側に配置されており、スクリー
ン支持部材２４の長手方向中央側に開口する嵌合凹部５２を有して構成されている。そし
て、このキャップ２６は、嵌合凹部５２にスクリーン支持部材２４の長手方向端側が挿入
されて嵌合されることにより、このスクリーン支持部材２４の長手方向端側に取り付けら
れている。
【００３５】
　このキャップ２６には、連結部５４が一体に形成されており、この連結部５４には、ア
ッパアーム４０の先端側が回動可能に連結されている。また、このキャップ２６には、嵌
合凹部５２と反対側に開口する収容凹部５６が形成されており、この収容凹部５６には、
カバー部材３０が収容されている。
【００３６】
　カバー部材３０の側面には、ガイド溝５８が形成されており、収容凹部５６の側壁部に
は、ガイド突起６０が形成されている。そして、カバー部材３０は、ガイド突起６０がガ
イド溝５８に挿入されることにより、キャップ２６に対しスクリーン支持部材２４の長手
方向に移動可能に支持されている。
【００３７】
　また、カバー部材３０には、スクリーン支持部材２４の長手方向に沿ってラック６２が
形成されており、アッパアーム４０の先端側には、ラック６２と噛合されたピニオン６４
が形成されている。ピニオン６４は、キャップ２６に形成されたスリット６６を介して収
容凹部５６に出入可能とされている。このラック６２とピニオン６４とは、連動機構６８
を構成している。
【００３８】
　連動機構６８は、図４Ａに示されるように、アッパアーム４０がＲ８方向に回動される
（一対の回動アーム１８が格納姿勢に変化される）と、これに連動してカバー部材３０を
Ｘ２方向にスライドさせて、このカバー部材３０をキャップ２６の長手方向端側から外側
へスクリーン支持部材２４の長手方向に沿って延出させる構成とされている。
【００３９】
　また、この連動機構６８は、図４Ｂに示されるように、アッパアーム４０がＲ７方向に
回動される（一対の回動アーム１８が展開姿勢に変化される）と、これに連動してカバー
部材３０をＸ１方向にスライドさせて、このカバー部材３０を収容凹部５６の内部に退避
させる構成とされている。
【００４０】
　図６に示されるように、リアパッケージトレイ２８には、上述のベース部材１２の長手
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方向に沿って孔７０が形成されている。この孔７０は、上述のスクリーン２２、アッパア
ーム４０、ロアアーム４２が出入される本体孔７０Ａ（孔７０の長手方向両端側を除く領
域）と、この本体孔７０Ａから上述のベース部材１２の長手方向端側に向けて延長されて
ロアアーム４２が出入される延長孔７０Ｂ（孔７０の長手方向両端側の領域）とからなる
構成とされている。
【００４１】
　そして、スクリーン支持部材２４及び一対のキャップ２６は、一対の回動アーム１８が
格納姿勢とされたときには（図１参照）、上述の孔７０のうちの本体孔７０Ａを閉塞する
構成とされている。
【００４２】
　一方、カバー部材３０は、一対の回動アーム１８が格納姿勢とされたときには（図１参
照）、キャップ２６の長手方向端側から外側へ延出されて、上述の孔７０のうちの延長孔
７０Ｂを閉塞する構成とされている。
【００４３】
　次に、本発明の一実施形態の作用及び効果について説明する。
【００４４】
　本発明の一実施形態に係る遮光装置１０によれば、図３に示されるように、一対の回動
アーム１８が展開姿勢とされたときには、この一対の回動アーム１８がＣピラー１００に
近接した状態でこのＣピラー１００と略平行に延在される。また、スクリーン２２は、Ｃ
ピラー１００に沿った台形状に形成されている。従って、スクリーン２２及び一対の回動
アーム１８とＣピラー１００との隙間を小さくすることができるので、スクリーン２２の
遮光面積を確保することができる。
【００４５】
　また、この遮光装置１０では、リアパッケージトレイ２８に、スクリーン２２及び一対
の回動アーム１８が出入可能な孔７０がベース部材１２の長手方向に沿って形成されてい
る。そして、図１に示されるように、一対の回動アーム１８が格納姿勢とされてスクリー
ン２２が巻取状態とされると、図６に示されるように、スクリーン支持部材２４及び一対
のキャップ２６によって孔７０のうちの本体孔７０Ａが閉塞される。
【００４６】
　また、スクリーン支持部材２４の長手方向両端側には、一対のカバー部材３０が設けら
れており、この一対のカバー部材３０は、図１，図４Ａに示されるように、一対の回動ア
ーム１８が格納姿勢とされたときには、連動機構６８によってキャップ２６の長手方向両
端側から外側へスクリーン支持部材２４の長手方向に沿って延出される。そして、図６に
示される孔７０のうちの延長孔７０Ｂは、このカバー部材３０によって閉塞される。
【００４７】
　このように、この遮光装置１０によれば、一対の回動アーム１８が格納姿勢とされてス
クリーン２２が巻取状態とされたときには、リアパッケージトレイ２８に形成された孔７
０がスクリーン支持部材２４、一対のキャップ２６、及び、一対のカバー部材３０によっ
て閉塞される。従って、孔７０を介してリアパッケージトレイ２８の内側に異物が侵入す
ることを防止することができると共に、リアパッケージトレイ２８の見栄えを向上させる
ことができる。
【００４８】
　しかも、この遮光装置１０によれば、一対の回動アーム１８が展開姿勢とされてスクリ
ーン２２が展開状態とされたときには、図３，図４Ｂに示されるように、一対のカバー部
材３０が連動機構６８によってキャップ２６の内側に退避させられる。従って、スクリー
ン２２が展開状態とされたときに、一対のカバー部材３０がキャップ２６の長手方向両端
側から外側へ突出することを防止して、スクリーン支持部材２４の長手方向両端側を小型
化することができると共に見栄えを向上させることができる。
【００４９】
　また、この遮光装置１０によれば、図４Ｂに示されるように、一対のカバー部材３０が
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退避位置に位置されたときには、カバー部材３０がキャップ２６に形成された収容凹部５
６にそれぞれ収容される。これにより、スクリーン支持部材２４の長手方向両端側をより
一層小型化することができると共に見栄えを向上させることができる。
【００５０】
　さらに、この遮光装置１０によれば、連動機構６８がカバー部材３０に形成されたラッ
ク６２及びアッパアーム４０の先端側に形成されたピニオン６４からなる簡単な構成とさ
れているので、この連動機構６８の構造を簡素化及び小型化することができる。特に、ラ
ック６２は、カバー部材３０と共に収容凹部５６に収容される構成とされているので、ス
クリーン支持部材２４の長手方向両端側をより一層小型化することができる。
【００５１】
　次に、本発明の一実施形態の変形例について説明する。
【００５２】
　上記実施形態において、連動機構６８は、ラック６２及びピニオン６４により構成され
ていたが、これと同等の機能を有するものであれば、その他の構成とされていても良い。
【００５３】
　例えば、図７Ａ，図７Ｂに示されるように、連動機構６８は、アッパアーム４０の先端
側に一体に形成された第一リンク７２と、この第一リンク７２に回動可能に連結されると
共にカバー部材３０の後端部に回動可能に連結された第二リンク７４とを有する構成とさ
れていても良い。
【００５４】
　また、図８Ａ，図８Ｂに示されるように、連動機構６８は、アッパアーム４０の先端側
に一体に形成された第一ギア８２と、キャップ２６に回転可能に支持されると共に第一ギ
ア８２と噛合された第二ギア８４と、この第二ギア８４と一体回転可能に接続されると共
にカバー部材３０の後端面と摺接されるカム８６と、カバー部材３０をキャップ２６に対
して退避位置側へ付勢する付勢部材としてのスプリング８８とを有する構成とされていて
も良い。
【００５５】
　また、図９Ａ，図９Ｂに示されるように、連動機構６８は、アッパアーム４０の先端側
に一体に形成されると共にカバー部材３０の後端面と摺接されるカム９６と、カバー部材
３０をキャップ２６に対して退避位置側へ付勢する付勢部材としてのスプリング９８とを
有する構成とされていても良い。
【００５６】
　なお、上述のように、連動機構６８にスプリング８８又はスプリング９８が備えられて
いると、カバー部材３０がキャップ２６に対して退避位置側へ付勢されるので、車両走行
に伴うカバー部材３０のガタツキを抑制することができる。
【００５７】
　また、上記実施形態において、リアパッケージトレイ２８には、孔７０が形成されてい
たが、この孔７０の代わりに切欠きが形成されていても良い。
【００５８】
　また、上記実施形態において、ベース部材１２、駆動モータ１４、及び、巻取機構２０
をスクリーン２２の展開側から覆う部材は、リアパッケージトレイ２８とされていたが、
その他の板状部材とされていても良い。
【００５９】
　また、上記実施形態において、孔７０のうちの本体孔７０Ａを閉塞する部材は、スクリ
ーン支持部材２４及び一対のキャップ２６とされていたが、このスクリーン支持部材２４
及び一対のキャップ２６の他に専用に設けられた閉塞部材とされていても良い。
【００６０】
　また、上記実施形態では、アッパアーム４０及びロアアーム４２からなる回動アーム１
８によってスクリーン２２が展開及び巻取される構成とされていたが、ロアアーム４２に
相当する回動アームのみによってスクリーン２２が展開及び巻取される構成とされていて
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【００６１】
　以上、本発明の一実施形態及びその変形例について説明したが、本発明は、上記に限定
されるものでなく、その主旨を逸脱しない範囲内において上記以外にも種々変形して実施
することが可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００６２】
１０・・・遮光装置、１２・・・ベース部材、１４・・・駆動モータ、１８・・・回動ア
ーム、２０・・・巻取機構、２２・・・スクリーン、２４・・・スクリーン支持部材（閉
塞部材の一部）、２６・・・キャップ（閉塞部材の一部）、２８・・・リアパッケージト
レイ（板状部材）、３０・・・カバー部材（補助閉塞部材）、５６・・・収容凹部、６２
・・・ラック（連動機構の一部）、６４・・・ピニオン（連動機構の一部）、６８・・・
連動機構、７０・・・孔、７０Ａ・・・本体孔（孔の長手方向両端側を除く領域）、７０
Ｂ・・・延長孔（孔の長手方向両端側の領域）、７２・・・第一リンク（連動機構の一部
）、７４・・・第二リンク（連動機構の一部）、８２・・・第一ギア（連動機構の一部）
、８４・・・第二ギア（連動機構の一部）、８６，９６・・・カム（連動機構の一部）、
８８，９８・・・スプリング（連動機構の一部、付勢部材）１００・・・Ｃピラー

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】

【図５】 【図６】
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【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】
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